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中
国
研
究
集
刊 

珠
号
（
総
五
十
九
号
）
平
成
二
十
六
年
十
二
月　

一
三
八
︱
一
五
八
頁

甘
粛
省
出
土
簡
牘
調
査
報
告

中
国
出
土
文
献
研
究
会

一
、
学
術
調
査
の
概
要

　

中
国
出
土
文
献
研
究
会
は
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
日
～
五
日
の

日
程
で
、
中
国
上
海
お
よ
び
甘
粛
省
蘭
州
に
お
い
て
出
土
簡
牘
の

学
術
調
査
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
研
究
会
で
は
、
主
と
し
て
戦
国
簡
を
対
象
と
し
て

調
査
研
究
を
進
め
て
き
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
、
秦
漢
期
以
降
の

出
土
資
料
に
も
視
野
を
拡
大
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
最
初
の
活

動
が
、
こ
の
海
外
学
術
調
査
で
あ
る
。

　

実
は
前
年
、
香
港
に
赴
き
、
香
港
中
文
大
学
文
物
館
蔵
簡
牘
を

拝
見
し
て
現
地
研
究
者
と
会
談
し
た
際
、『
甘
粛
省
第
二
届
簡
牘

学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
の
こ
と
が
話
題
と
な
り
、
ま
た
、

同
館
所
蔵
の
漢
代
簡
牘
の
一
部
が
甘
粛
省
あ
た
り
で
出
土
し
た
も

の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を
う
か
が
っ
た
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、

草
野
友
子
「「
香
港
中
文
大
学
文
物
館
蔵
簡
牘
」
実
見
調
査
報
告
」

（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
五
十
七
号
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
）。
そ

の
頃
か
ら
、
我
々
は
、
甘
粛
省
で
の
簡
牘
調
査
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
、
上
海
を
経
由
し
て
、

甘
粛
省
蘭
州
に
赴
く
こ
と
と
し
た
。
旅
程
は
次
の
通
り
。

九
月
一
日　

関
空
集
合
。
午
後
便
で
上
海
へ
。
上
海
泊
。

九
月
二
日

�

上
海
博
物
館
訪
問
。
午
後
便
で
蘭
州
へ
。
蘭
州

泊
。

九
月
三
日

�

午
前
、
甘
粛
省
博
物
館
参
観
。
午
後
、
甘
粛
省
文

物
考
古
研
究
所
・
甘
粛
簡
牘
博
物
館
訪
問
。

九
月
四
日

�

各
博
物
館
等
訪
問
の
報
告
書
執
筆
に
つ
い
て
の
打

ち
合
わ
せ
。
炳
霊
寺
石
窟
（
二
〇
一
四
年
六
月
世
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界
文
化
遺
産
登
録
）
視
察
。

九
月
五
日

�

朝
便
で
蘭
州
発
。
上
海
を
経
由
し
て
帰
国
。
関
空

で
解
散
。

　

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
湯
浅
邦
弘
（
大
阪
大
学
教
授
）、
竹
田
健

二
（
島
根
大
学
教
授
）、
福
田
一
也
（
大
阪
教
育
大
学
非
常
勤
講

師
）、
草
野
友
子
（
京
都
産
業
大
学
特
約
講
師
）、
中
村
未
来
（
大

阪
大
学
助
教
）、
白
雨
田
（
京
都
産
業
大
学
非
常
勤
講
師
）
の
六

名
で
あ
る
。
上
海
も
蘭
州
も
、
す
で
に
初
秋
の
気
配
。
幸
い
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
全
日
程
を
無
事
消
化
で
き
た
。

　

九
月
二
日
、
上
海
博
物
館
で
は
、
昨
年
同
様
、
葛
亮
研
究
員
と

の
会
談
が
実
現
し
た
。
博
物
館
が
現
在
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、
同
館
所
蔵
の
青
銅
器
の
調
査
、
お
よ
び
図
録
の
刊
行
で
あ

る
。
数
年
内
に
全
容
を
公
開
す
る
が
、
そ
の
際
、
銘
文
の
あ
る
青

銅
器
千
三
百
件
を
中
心
と
す
る
の
で
、
未
公
開
の
金
文
資
料
が
多

数
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
古
文
字
学
研
究
に
と
っ
て

極
め
て
大
き
な
出
来
事
に
な
ろ
う
。

　

一
方
、
上
博
楚
簡
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
の
減
少
に
よ
り
、
作

業
の
進
捗
状
況
が
芳
し
く
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。『
上
海
博

物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
は
現
在
第
九
分
冊
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
後
の
分
冊
、
お
よ
び
、
楚
文
字
の
字
書
（『
字
析
』
と

仮
称
さ
れ
て
い
る
）
の
刊
行
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
具
体
的
な
目
処

大阪大阪

上海上海

蘭州蘭州
甘粛省甘粛省

調査の道程（大阪から上海を経由して蘭州へ）
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が
立
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
全
竹
簡
に
つ
い
て

写
真
撮
影
は
終
了
し
て
い
る
と
い
う
。

　

同
日
午
後
、
我
々
は
上
海
を
後
に
し
た
。
虹
橋
空
港
か
ら
国
内

便
で
約
三
時
間
、
蘭
州
空
港
に
到
着
。
空
港
で
は
、
一
九
六
九
年

十
月
に
武
威
市
北
郊
の
後
漢
時
代
の
墓
か
ら
出
土
し
た
「
銅
奔

馬
」（
別
名
「
馬
踏
飛
燕
」）
の
巨
大
な
像
（
実
物
の
十
二
倍
）
が

上海博物館での会談、右端が葛亮氏

黄河黄河

天水天水

蘭州蘭州

武威武威

肩水金関肩水金関

敦煌市敦煌市

居延居延
内モンゴル自治区内モンゴル自治区

敦煌馬圏湾敦煌馬圏湾

甘粛省出土文献関連地図
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出
迎
え
て
く
れ
た
。
蘭
州
は
甘
粛
省
の
省
都
で
、
漢
代
に
金
城
郡

が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
古
名
を
金
城
と
い
う
。
人
口
約
三

百
八
十
万
。
市
街
の
標
高
は
約
千
五
百
メ
ー
ト
ル
。
町
の
南
北
に

山
が
迫
り
、
そ
の
中
央
を
西
か
ら
東
に
黄
河
が
流
れ
る
。

　

翌
日
、
午
前
中
に
甘
粛
省
博
物
館
を
参
観
し
た
。
特
に
注
目
さ

れ
た
の
は
、
二
階
の
「
絲
綢
之
路
（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
）
文
明
展
」

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
武
威
漢
簡
『
儀
礼
』
や
敦
煌
懸
泉
置
出
土

『
論
語
』
木
簡
な
ど
、
多
く
の
簡
牘
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
た

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
章
参
照
）。

　

昼
食
後
、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
粛
簡
牘
博
物
館
に
向

か
っ
た
。
こ
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、
蘭
州
城
市
学
院
・
簡
牘
研
究

所
の
孫
占
宇
先
生
の
ご
高
配
を
得
た
。
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
草
野

友
子
が
、
か
つ
て
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
と
し
て
武
漢
大

学
簡
帛
研
究
中
心
に
滞
在
中
、
当
地
の
学
会
で
孫
氏
と
面
識
を
得

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
孫
氏
を
通
じ
て
、
訪
問
と
会
談
を
申
し
入

れ
、
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

玄
関
で
出
迎
え
を
受
け
た
後
、
直
ち
に
地
下
倉
庫
に
招
か
れ
、

約
一
時
間
半
、
孫
氏
、
楊
眉
副
研
究
員
、
韓
華
館
員
の
立
ち
会
い

の
下
、
居
延
新
簡
、
天
水
放
馬
灘
秦
簡
、
敦
煌
馬
圏
湾
漢
簡
、
敦

煌
懸
泉
置
漢
簡
、
肩
水
金
関
漢
簡
の
実
見
を
行
っ
た
（
そ
の
詳
細

に
つ
い
て
は
第
三
章
参
照
）。
そ
の
後
、
三
階
の
会
議
室
に
場
所

を
移
し
、
約
一
時
間
半
、
孫
氏
、
韓
氏
、
副
研
究
員
の
肖
従
礼

氏
、
馬
智
全
氏
と
会
談
し
た
（
会
談
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
四
章

参
照
）。
張
徳
芳
所
長
は
別
の
会
議
中
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
会
談

の
最
後
の
と
こ
ろ
で
同
席
さ
れ
、
挨
拶
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き

た
。
ち
な
み
に
、
孫
氏
ら
は
西
北
師
範
大
学
の
卒
業
生
で
、
い
ず

れ
も
張
徳
芳
氏
の
弟
子
に
あ
た
る
と
い
う
。

　

今
回
の
簡
牘
視
察
で
特
に
心
に
残
っ
た
の
は
、
甘
粛
省
文
物
考

古
研
究
所
で
拝
見
し
た
多
数
の
簡
牘
類
で
あ
る
。
完
簡
・
整
簡
も

あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
残
簡
で
、
中
に
は
、
木
簡
の
一
部
の
表

面
を
削
り
取
っ
た
も
の
が
台
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う

状
況
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
残
簡
を
も
一
枚
と
計
算
す
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
我
々
研
究
会
メ
ン
バ
ー
が
一
度
に
実
見
し
た
簡
牘
の
内
、

数
量
と
い
う
点
で
は
、
お
そ
ら
く
最
多
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
整
理
に
当
た
っ
て
い
る
専
従
の
研
究
員

は
、
会
談
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
を
含
む
四
～
五
名
程
度
と

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
数
量
か
ら
す
れ
ば
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う

な
作
業
で
あ
る
。
ま
た
、
甘
粛
省
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、

フ
ィ
ー
ル
ド
簡
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
高
く
、
極
端
に
言
え

ば
、
強
い
風
が
地
表
の
砂
を
吹
き
飛
ば
せ
ば
、
そ
の
下
か
ら
ま
た

新
た
な
簡
牘
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

甘
粛
省
は
出
土
簡
牘
の
宝
庫
で
あ
る
が
、
そ
の
全
容
が
解
明
さ
れ

る
の
に
は
、
ま
だ
相
当
な
時
間
が
か
か
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

�

（
湯
浅
邦
弘
）

（ 141 ）



二
、
甘
粛
省
博
物
館
参
観

　

九
月
三
日
午
前
、
蘭
州
市
西
津
西
路
三
号
に
あ
る
甘
粛
省
博
物

館
を
訪
れ
た
。
甘
粛
省
博
物
館
は
、
一
九
三
九
年
に
創
設
さ
れ
た

甘
粛
科
学
教
育
館
を
そ
の
前
身
と
し
、
一
九
五
〇
年
に
西
北
人
民

科
学
館
と
改
名
さ
れ
た
後
、
一
九
五
六
年
、
現
在
の
甘
粛
省
博
物

館
へ
と
改
編
さ
れ
た
。
約
三
十
五
万
点
も
の
収
蔵
物
を
有
し
、
そ

の
中
に
は
国
宝
級
の
文
物
十
六
点
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

展
示
物
は
「
甘
粛
絲
綢
之
路
文
明
」「
甘
粛
彩
陶
」「
甘
粛
古
生

物
化
石
」「
甘
粛
仏
教
芸
術
」
等
、
テ
ー
マ
毎
に
展
示
室
を
分
け

て
配
置
さ
れ
て
お
り
、
彩
陶
や
仏
典
・
仏
像
、
行
政
文
書
等
、
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
中
継
地
お
よ
び
西
北
辺
境
の
防
塞
要
地
と
し
て
栄

え
た
甘
粛
省
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
文
物
を
多
く
観
覧
す
る
こ
と

が
で
き
た
（
注
1
）
。

　

中
で
も
、
特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
簡
牘
資
料
の
展
示
で
あ

る
。
甘
粛
省
博
物
館
編
・
俄
軍
主
編
『
甘
粛
省
博
物
館
文
物
精
品

図
集
』（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）
に
よ
れ
ば
、
甘

粛
出
土
の
簡
牘
は
総
計
六
万
枚
以
上
に
も
の
ぼ
り
、
漢
字
を
始

め
、
カ
ロ
ー
シ
ュ
テ
ィ
ー
文
字
・
吐
蕃
文
字
・
ウ
イ
グ
ル
文
字
・

西
夏
文
字
の
五
民
族
の
文
字
文
献
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、

そ
の
内
容
も
政
治
・
経
済
・
軍
事
・
文
化
・
教
育
・
交
通
・
防

衛
・
郵
政
等
、
多
岐
に
渡
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
博
物

館
で
は
、「
烏
孫
貴
人
伝
舎
制
度
簡
」「
西
域
使
者
計
簿
」「
于
闐

王
行
道
簡
」
等
の
歴
史
的
背
景
や
当
時
の
様
子
を
窺
い
知
る
上
で

重
要
な
行
政
文
書
関
連
の
木
簡
牘
や
、
武
威
旱
灘
坡
出
土
『
医
葯

簡
牘
』、
武
威
磨
嘴
子
出
土
『
儀
礼
』（
以
下
、
武
威
漢
簡
『
儀

礼
』）、
敦
煌
懸
泉
置
出
土
『
論
語
』（
以
下
、
懸
泉
置
漢
簡
『
論

甘粛省博物館

（ 142 ）



語
』）
等
の
木
簡
典
籍
の
実
物
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と

り
わ
け
、
中
国
古
代
思
想
を
研
究
対
象
と
す
る
我
々
に
と
っ
て
、

武
威
漢
簡
『
儀
礼
』
と
懸
泉
置
漢
簡
『
論
語
』
の
木
簡
を
実
見

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
以
下
、
両
文
献
の

概
要
を
紹
介
し
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
み

た
い
。

（
１
）
武
威
漢
簡
『
儀
礼
』
に
つ
い
て

　

武
威
漢
簡
『
儀
礼
』
は
、
一
九
五
九
年
、
武
威
新
華
郷
磨
嘴
子

よ
り
発
見
さ
れ
た
三
十
数
基
の
漢
墓
の
内
、
そ
の
第
六
号
墓
（
王

莾
期
と
推
定
）
か
ら
出
土
し
た
木
簡
群
で
あ
る
。
簡
長
は
約
五
十

一
～
五
十
七
㎝
、
幅
は
〇
・
五
～
〇
・
九
㎝
、
総
数
は
四
六
九

簡
。
編
綫
の
数
や
字
体
、
各
簡
に
記
さ
れ
た
文
字
数
等
か
ら
甲
乙

丙
の
三
篇
に
分
類
さ
れ
て
お
り
（
注
2
）
、
こ
の
訪
問
中
に
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
た
木
簡
は
、
形
制
や
そ
の
文
献
内
容
か
ら
、
甲
本
の

『
儀
礼
』
犠
牲
饋
食
礼
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
注
3
）
。
木
簡
は

試
験
管
の
中
に
各
簡
毎
に
保
存
さ
れ
、
脱
水
処
理
や
真
空
処
理
は

施
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
試
験
管
は
合
計
十
簡
分
。
五

十
㎝
ほ
ど
の
箱
の
中
に
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

武
威
漢
簡
『
儀
礼
』
に
つ
い
て
は
、
後
漢
・
鄭
玄
が
注
を
施

し
、
そ
の
後
、
現
行
の
十
三
経
に
収
め
ら
れ
た
『
儀
礼
』（
古
文

系
テ
キ
ス
ト
）
と
一
部
異
な
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
、
先
行
研
究

に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
4
）
。
ま
た
、「
経
」
と
「
記
」

と
の
融
合
や
独
立
性
等
、『
儀
礼
』
の
成
立
に
関
す
る
研
究
で
も

注
目
を
集
め
て
い
る
（
注
5
）
。
郭
店
楚
墓
竹
簡
や
上
海
博
物
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
に
も
「
礼
」
に
関
す
る
文
献
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
の
文
献
同
様
、
武
威
漢
簡
『
儀
礼
』
は
文
字
の
変
遷

や
経
書
の
伝
播
・
受
容
を
辿
る
上
で
、
貴
重
な
一
次
資
料
で
あ
る

と
言
え
る
。

（
２
）
懸
泉
置
漢
簡
『
論
語
』
に
つ
い
て

　

懸
泉
置
漢
簡
と
は
、
敦
煌
に
あ
る
漢
代
の
懸
泉
置
遺
跡
よ
り
出

土
し
た
約
二
万
三
千
枚
の
簡
牘
群
を
指
す
（
注
6
）
。
郝
樹
声
・
張
徳

武威漢簡『儀礼』（木簡）
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芳
著
『
懸
泉
漢
簡
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
紀
年
簡
の
う
ち
、
最
も
早

い
も
の
は
武
帝
元
鼎
六
年
（
前
一
一
一
）、
最
も
晩
い
も
の
は
後

漢
安
帝
永
初
元
年
（
一
〇
七
）
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
懸
泉
置
漢

簡
に
は
、『
論
語
』
子
張
篇
の
残
文
（
木
簡
二
簡
）
が
含
ま
れ
て

お
り
、
そ
の
内
の
一
簡
は
簡
長
二
十
三
㎝
、
幅
〇
・
八
㎝
。
も
う

一
簡
は
、
簡
長
十
三
㎝
、
幅
〇
・
八
㎝
。
い
ず
れ
も
松
材
を
使
用

し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
訪
問
時
に
展
示
さ
れ
て

い
た
簡
は
、
前
者
一
簡
（
五
十
五
字
）
の
み
で
あ
っ
た
。

　

実
見
し
た
木
簡
は
、
ガ
ラ
ス
板
や
試
験
管
に
入
れ
ら
れ
て
保
存

さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
固
定
す
る
紐
や
台
紙
も
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
該
当
簡
の
内
容
と
現
行
本
『
論
語
』
の
内
容
と

を
対
照
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
比
較
の
便
を
考

慮
し
、
釈
文
は
全
て
新
字
に
改
め
た
上
、
章
毎
に
改
行
し
て
掲
載

し
て
い
る
。

懸
泉
置
漢
簡
『
論
語
』（
注
7
）

現
行
本
『
論
語
』
子
張
（
注
8
）

（･･････

）
乎
張
也
、
難
与
並

而
為
仁
矣
」。

●
曾
子
曰
「
吾
聞
諸
子
、
人
未

有
自
致
也
者
、
必
也
親
喪
乎
」。

●
曾
子
曰
「
吾
聞
諸
子
、
孟
荘

子
之
孝
、
其
他
可
能
也
、
其
不

改
父
之
臣
、与
父
之
（･･････

）
曾
子
曰
「
堂
堂
乎
張
也
、
難
与

並
為
仁
矣
」。

曾
子
曰
「
吾
聞
諸
夫
子
、
人
未

有
自
致
者
也
、
必
也
親
喪
乎
」。

曾
子
曰
「
吾
聞
諸
夫
子
、
孟
荘

子
之
孝
也
、
其
他
可
能
也
、
其

不
改
父
之
臣
、
与
父
之
政
、
是

難
能
也
」。

　

木
簡
に
記
述
さ
れ
た
内
容
は
、
墨
点
（「
●
」）
に
よ
り
章
毎
に

区
切
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
実
見
し
た
一
枚
の
木
簡
に
は
、

三
章
に
跨
が
る
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
現
行

本
『
論
語
』
と
比
較
す
れ
ば
、
木
簡
に
は
「
難
与
並
」
と
「
為
仁

矣
」
と
の
間
に
「
而
」
字
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、「
諸
夫
子
」
の

「
夫
」
字
や
「
孟
荘
子
之
孝
也
」
の
「
也
」
字
が
脱
落
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
現
行
本
に
お
け
る
「
者
也
」
が
「
也
者
」

と
転
倒
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
等
、
僅
か
な
相
違
が
認
め
ら
れ
た
。

　

漢
代
の
『
論
語
』
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
す
で
に
河
北
省
定
州

市
か
ら
定
州
簡
『
論
語
』、
ま
た
北
朝
鮮
平
壌
市
か
ら
平
壌
簡

『
論
語
』
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
懸
泉
置
漢
簡
『
論
語
』
は
、

漢
代
に
お
い
て
、
東
の
辺
境
で
発
見
さ
れ
た
平
壌
簡
『
論
語
』
同

懸
泉
置
漢
簡
『
論
語
』（
木
簡
）
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様
、
西
北
の
地
に
も
『
論
語
』
が
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
武
威
漢
簡
『
儀
礼
』
に

同
じ
く
、
懸
泉
置
漢
簡
『
論
語
』
も
経
典
の
流
布
・
変
遷
や
文
字

学
研
究
を
行
う
上
で
、
不
可
欠
な
文
献
で
あ
る
と
言
え
よ
う
（
西

北
地
域
に
お
け
る
典
籍
（
主
に
思
想
文
献
）
に
つ
い
て
は
、
本
稿

第
四
章
参
照
）。

　

今
回
の
甘
粛
省
博
物
館
参
観
は
、
簡
牘
資
料
の
実
見
が
主
た
る

目
的
で
あ
っ
た
が
、
敦
煌
市
馬
圏
湾
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
筆
や
、

酒
泉
市
金
塔
県
よ
り
出
土
し
た
肩
水
金
関
紙
と
い
っ
た
、
前
漢
期

の
筆
記
用
具
を
は
じ
め
と
す
る
考
古
文
物
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
も
収
穫
で
あ
っ
た
。

　

近
年
、
発
見
さ
れ
整
理
さ
れ
て
い
る
新
出
土
文
献
に
は
、
出
土

地
不
明
の
盗
掘
簡
や
骨
董
簡
が
多
い
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
甘
粛

省
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
大
部
分
の
簡
牘
は
出
土
地
が
明
確

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
簡
牘
に
上
記
の
よ
う
な
同
時
出
土
の
考
古
文

物
を
組
み
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
民
族
文
字
や
漢

字
の
書
体
の
変
遷
過
程
に
加
え
、
当
該
期
の
社
会
情
勢
や
辺
境
生

活
の
実
態
に
関
す
る
新
知
見
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
は
西
北
文
化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
一
次
資
料
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

�

（
中
村
（
金
城
）
未
来
）

三
、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
粛
簡
牘
博
物
館
で
の
出

土
簡
牘
実
見

　

九
月
三
日
午
後
二
時
、
我
々
は
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
か
ら
専
用
車

で
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
粛
簡
牘
博
物
館
へ
と
向
か
っ

た
。
多
少
の
渋
滞
は
あ
っ
た
も
の
の
、
約
三
十
分
ほ
ど
で
目
的
地

に
到
着
。
大
通
り
か
ら
路
地
を
一
本
入
っ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る

研
究
所
は
、
二
年
前
に
建
て
ら
れ
た
そ
う
で
比
較
的
新
し
い
。
研

究
所
の
玄
関
で
、
我
々
は
蘭
州
城
市
学
院
・
簡
牘
研
究
所
の
孫
占

肩水金関紙

毛筆（敦煌市馬圏湾出土）
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宇
氏
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
文
物
考
古
研
究
所
の
副
研
究
員
で
あ

る
楊
眉
氏
の
案
内
で
、
我
々
一
行
は
地
下
の
資
料
庫
へ
と
移
動
。

室
内
に
は
二
台
の
テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
六
～
十
個

ほ
ど
の
ト
レ
ー
に
納
め
ら
れ
た
資
料
が
我
々
を
待
ち
受
け
て
い

た
。
そ
し
て
、
孫
氏
・
楊
氏
お
よ
び
同
館
館
員
の
韓
華
氏
の
立
ち

会
い
の
も
と
、
早
速
資
料
の
実
見
を
開
始
し
た
。
我
々
は
準
備
さ

れ
た
資
料
を
各
々
自
由
に
参
観
し
つ
つ
、
気
に
な
る
点
に
つ
い
て

は
各
自
が
質
問
を
行
っ
た
。
今
回
実
見
し
た
簡
牘
資
料
は
次
の
通

り
。（
参
考
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
な
出
土
情
報
を
記
し
て
お
く

が
、
も
ち
ろ
ん
我
々
が
実
見
し
た
の
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。）

・�

居
延
新
簡
（
漢
代
～
西
晋
、
一
九
七
〇
〇
枚
余
り
、
一
九
七
二
～

七
四
年
出
土
）

・�

敦
煌
馬
圏
湾
簡
牘
（
前
漢
宣
帝
期
～
王
莾
期
、
簡
牘
一
二
一
七

枚
、
一
九
七
九
年
出
土
）

・�

敦
煌
懸
泉
置
漢
簡
（
前
漢
武
帝
期
～
王
莾
期
、
簡
牘
二
三
〇
〇

〇
枚
余
り
、
一
九
九
〇
～
九
二
年
出
土
）

・�

肩
水
金
関
漢
簡
（
前
漢
武
帝
期
か
ら
約
二
百
年
間
、
二
万
枚
余

り
、
一
九
三
〇
年
代
・
七
〇
年
代
出
土
）

・�

天
水
放
馬
灘
秦
簡
（
戦
国
晩
期
（
注
9
）
、
竹
簡
四
六
一
枚
、
木
版

（
古
地
図
）
七
幅
、
一
九
八
六
年
出
土
）

（
１
）
居
延
新
簡
・
馬
圏
湾
簡
牘

　

最
初
に
実
見
し
た
の
は
居
延
新
簡
で
あ
る
。
木
簡
は
一
簡
ず
つ

試
験
管
に
収
め
ら
れ
、
上
下
に
綿
を
詰
め
て
固
定
し
て
い
る
。
試

験
管
内
に
溶
液
な
ど
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
木
簡
を
直
に
挿
入
し
た

状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
た
。
字
跡
は
明
瞭
で
、
一
行
の
も
の
や
両

行
（
二
行
）
の
も
の
が
あ
り
、
木
目
も
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
後

甘粛省文物考古研究所

（ 146 ）



漢
光
武
帝
の
「
建
武
三
年
」（
二
七
年
）
の
紀
年
を
も
つ
木
簡
は
、

行
政
関
係
の
文
書
で
は
あ
る
が
、
そ
の
文
字
の
流
麗
さ
は
観
る
者

を
魅
了
す
る
。
我
々
中
国
学
関
係
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
多
く

の
書
道
家
が
見
学
に
訪
れ
る
と
い
う
の
も
頷
け
る
。

　

続
け
て
、「
馬
圏
湾
」
と
箱
書
き
さ
れ
た
敦
煌
馬
圏
湾
漢
簡
。

王
莾
期
の
紀
年
を
有
す
る
簡
も
あ
り
、
木
簡
の
形
状
や
筆
跡
も
実

に
多
様
で
あ
る
。
全
体
的
に
は
横
長
で
角
張
っ
た
隷
書
体
の
も
の

が
多
い
が
、
中
に
は
草
書
体
の
よ
う
な
さ
ら
さ
ら
と
書
写
さ
れ
た

簡
も
あ
り
、
人
目
を
引
く
。
孫
氏
に
よ
る
と
、「
こ
れ
は
正
式
な

文
書
を
作
成
す
る
前
の
草
稿
の
よ
う
な
も
の
か
も
知
れ
な
い
」
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
木
簡
中
に
は
、
ナ
イ
フ
で
切
り
つ

け
た
よ
う
な
跡
が
見
え
る
も
の
も
あ
る
。
そ
こ
で
竹
田
健
二
が
木

簡
背
面
の
劃
線
（
注
10
）
の
有
無
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
木
簡
に
は

そ
の
よ
う
な
例
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
馬
圏
湾
か
ら
は

竹
簡
十
六
枚
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
（
福
田
）
が

「
竹
簡
は
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
て
み
た
が
、「
あ
る
に
は
あ
る
が

極
め
て
少
な
く
、
ま
た
そ
れ
は
南
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
ら

し
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
２
）
敦
煌
懸
泉
置
漢
簡
・
肩
水
金
関
漢
簡

　
「
縣
泉
置
」
の
三
文
字
が
謹
直
且
つ
骨
太
の
字
体
で
書
写
さ
れ

て
い
る
の
は
、
甘
粛
省
博
物
館
に
も
展
示
さ
れ
て
い
た
敦
煌
懸
泉

置
漢
簡
（
本
稿
第
二
章
参
照
）
で
あ
る
。
甘
粛
省
博
物
館
で
当
地

よ
り
出
土
し
た
『
論
語
』
の
残
簡
（
一
簡
）
を
参
観
し
て
い
た

我
々
は
、
早
速
、
そ
の
総
数
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。
出
土
し
た

『
論
語
』
は
僅
か
二
簡
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
今
は
展
示
中
で
倉
庫

に
は
な
い
と
い
う
。
中
国
思
想
史
を
専
門
と
す
る
我
々
に
と
っ
て

は
、
も
う
一
簡
に
つ
い
て
も
ぜ
ひ
実
見
し
て
お
き
た
か
っ
た
が
残

敦煌馬圏湾簡牘の実見
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念
で
あ
る
。
今
回
我
々
が
目
に
し
た
懸
泉
置
漢
簡
の
う
ち
、
一
部

は
ま
だ
写
真
も
撮
り
終
え
て
い
な
い
未
公
開
の
木
簡
で
あ
っ
た
。

そ
の
ト
レ
ー
に
は
大
小
様
々
な
木
簡
が
雑
然
と
置
か
れ
て
お
り
、

一
見
し
て
そ
れ
ら
の
書
写
者
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
未
公
開

の
木
簡
ま
で
実
見
で
き
た
の
は
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

の
整
理
に
は
ま
だ
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
懸
泉
置
よ
り
同
時
に
出
土
し
た
毛
筆
な
ど
の
出
土

文
物
に
つ
い
て
も
、
特
別
に
見
学
を
許
可
さ
れ
た
。
細
筆
が
一
本

と
ハ
ケ
状
の
筆
が
一
本
。
経
年
劣
化
の
た
め
か
、
筆
先
は
か
な
り

乱
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
筆
入
れ
の
よ
う
な
木
製
の
筒
、
木
製
の

櫛
、
そ
し
て
取
っ
手
が
亀
の
形
に
掘
ら
れ
た
愛
ら
し
い
木
印
も

あ
っ
た
。

　

最
後
に
実
見
し
た
木
簡
は
、
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
七
四
年
に

か
け
て
肩
水
金
関
か
ら
出
土
し
た
漢
簡
で
あ
る
。
一
見
し
て
干
支

な
ど
が
視
認
で
き
る
簡
も
多
か
っ
た
が
、
赤
外
線
写
真
で
は
よ
り

鮮
明
に
文
字
が
見
え
る
と
い
う
。
中
に
は
、「
削
衣
」（
修
正
な
ど

で
木
簡
の
表
面
を
削
っ
た
際
の
木
片
）
も
数
点
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
台
紙
に
貼
り
付
け
て
整
理
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
中
で
一

際
目
を
引
い
た
の
は
、
木
の
棒
を
四
面
に
削
っ
て
文
字
を
記
し
た

「
觚こ

」
で
あ
る
。
四
面
に
文
字
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
経
年
の
た
め

に
大
き
く
湾
曲
し
た
そ
の
形
状
は
、
何
と
も
言
え
な
い
異
様
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。
今
後
、
こ
の
よ
う
に
湾
曲
し
た
木
簡

を
ど
の
よ
う
に
保
存
し
て
い
く
の
か
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
い

う
。
な
お
、
肩
水
金
関
漢
簡
に
つ
い
て
は
、
出
版
に
関
す
る
作
業

は
す
で
に
終
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
保
護
作
業
を
中
心
に
行
っ
て

い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

敦煌懸泉置漢簡の実見
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（
３
）
天
水
放
馬
灘
秦
簡

　

木
簡
の
海
の
中
で
ふ
と
時
計
を
見
る
と
、
す
で
に
一
時
間
が
経

過
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
博
物
館
な
ど
で
目
に
し
た
木
簡
の
総
量

を
、
お
そ
ら
く
今
日
一
日
で
超
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
上
海
か
ら

飛
行
機
や
車
を
乗
り
継
ぎ
、
五
時
間
近
く
か
け
て
当
地
を
訪
問
し

た
甲
斐
は
十
分
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
だ
が
、
筆
者
に
は
何
か
ま

だ
や
り
残
し
た
感
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
竹
簡
の
実
見
で
あ
る
。
本

研
究
会
で
は
こ
れ
ま
で
竹
簡
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
て
き
た
た

め
、
た
と
え
一
簡
で
も
甘
粛
省
出
土
の
竹
簡
を
手
に
取
っ
て
み
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
甘
粛
省
出
土
の
簡
牘
は
そ
の
大
半
が

木
簡
で
あ
り
、
準
備
さ
れ
て
い
た
資
料
も
全
て
木
製
品
で
あ
っ
た

の
で
、
今
回
、
竹
簡
の
実
見
は
適
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
筆
者

は
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
思
い
を
抑
え
き
れ
ず
「
竹
簡
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
尋
ね
て
み
た
。
す
る
と
、「
有
」
と
の
回
答
。

陳
列
さ
れ
る
竹
簡
を
前
に
、
心
は
高
鳴
っ
た
。

　

今
回
実
見
し
た
竹
簡
は
、
天
水
放
馬
灘
秦
簡
の
甲
種
・
乙
種
各

十
二
枚
。
竹
簡
は
一
枚
一
枚
平
板
な
ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス
に
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
各
自
手
に
取
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
内
容

は
占
い
に
関
す
る
も
の
（
い
わ
ゆ
る
「
日
書
」）
で
、「
新
し
い
衣

服
を
い
つ
着
る
か
」、「
外
出
に
良
い
日
時
は
い
つ
か
」
な
ど
、
日

常
生
活
に
お
け
る
吉
凶
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
実
見
し
た
竹
簡

は
か
な
り
細
く
、
肉
眼
で
は
判
読
不
能
な
文
字
も
多
い
。
近
年
出

版
さ
れ
た
張
徳
芳
主
編
・
孫
占
宇
著
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
集
釈
』

（
甘
粛
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
の
カ
ラ
ー
図
版
の
ほ
う
が

遥
か
に
鮮
明
で
あ
る
。
背
面
も
見
て
み
た
が
、
保
存
用
の
薄
い
紙

が
敷
か
れ
て
い
て
よ
く
見
え
ず
、
劃
線
の
有
無
な
ど
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
表
側
（
書
写
面
）
が
上
下
二
段
に
分
段
筆

写
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
、
孫
氏
み
ず
か
ら
三
道
編
綫
の

天水放馬灘秦簡の実見
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跡
を
我
々
に
示
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
竹
簡
を
少
し
斜
め
か
ら
眺

め
る
と
、
そ
の
表
面
が
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い

た
。
こ
の
点
を
竹
田
健
二
が
質
問
す
る
と
、「
こ
れ
は
脱
水
処
理
後

に
で
き
た
も
の
で
、
薬
品
の
影
響
か
も
知
れ
な
い
」、
ま
た
、「
脱

水
処
理
後
は
竹
簡
の
色
が
薄
く
な
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
中
村
未
来
が
、
甲
種
に
巻
か
れ
て
い
た
と
い
う
布
に
つ

い
て
質
問
を
行
っ
た
。
孫
氏
は
、「
発
掘
報
告
に
は
青
い
布
に
巻

か
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
自
分
が
見
た

と
き
は
す
で
に
竹
簡
は
試
験
管
に
入
っ
て
お
り
、
布
は
見
て
い
な

い
」
と
い
う
。
続
け
て
、「
わ
ざ
わ
ざ
布
に
巻
い
て
副
葬
さ
れ
て

い
た
の
は
、
甲
種
が
乙
種
よ
り
正
式
な
書
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た

め
か
」
と
質
問
す
る
と
、「
甲
種
は
乙
種
の
一
部
し
か
採
録
し
て

い
な
い
の
で
、
乙
種
が
早
く
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
」
と
の
考

え
を
示
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
竹
簡
を
こ
の
よ

う
に
布
で
装
丁
す
る
例
は
な
く
、
非
常
に
珍
し
い
も
の
で
あ
る
と

い
う
。

　

ま
だ
ま
だ
質
問
は
尽
き
ず
、
も
っ
と
竹
簡
を
見
て
い
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
っ
た
が
、
実
見
の
開
始
か
ら
す
で
に
一
時
間
半
が
経

と
う
と
し
て
い
た
。
さ
ら
な
る
質
問
は
場
所
を
変
え
て
行
う
こ
と

と
し
、
我
々
は
資
料
庫
を
あ
と
に
し
た
。

�

（
福
田
一
也
）

四
、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
粛
簡
牘
博
物
館
で
の
会
談

　

簡
牘
の
実
見
調
査
後
、
我
々
は
館
内
三
階
の
会
議
室
に
移
動

し
、
午
後
四
時
～
午
後
五
時
半
ま
で
会
談
を
行
っ
た
。
孫
占
宇
氏

の
ご
配
慮
に
よ
り
、
同
館
館
員
の
韓
華
氏
、
副
研
究
員
の
肖
従
礼

氏
、
馬
智
全
氏
に
も
同
席
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
以
下
、
会

談
で
の
主
な
論
点
を
三
つ
の
項
目
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に

つ
い
て
報
告
し
た
い
。

（
１
）
施
設
相
互
の
関
係
と
資
料
の
公
開
状
況

　

会
談
に
お
い
て
、
我
々
が
は
じ
め
に
質
問
し
た
内
容
は
、
甘
粛

省
博
物
館
と
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
、
そ
し
て
現
在
建
設
中
の

甘
粛
簡
牘
博
物
館
と
の
関
係
で
あ
る
。
そ
の
回
答
は
、
以
下
の
通

り
で
あ
っ
た
。

　

甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
は
、
一
九
八
六
年
以
前
は
甘
粛
省
博

物
館
の
文
物
工
作
隊
と
し
て
博
物
館
に
所
属
し
て
お
り
、
一
九
八

六
年
に
独
立
し
た
。
二
〇
〇
七
年
に
は
甘
粛
簡
牘
保
護
研
究
中
心

が
設
立
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
文
物
考
古
研
究
所
と
重
複
す
る
組

織
で
あ
り
、
研
究
者
も
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
仕
事
の
内
容

上
、
文
物
考
古
研
究
所
と
簡
牘
保
護
研
究
中
心
の
二
つ
の
名
称
を

持
ち
、
二
種
類
の
仕
事
を
同
時
に
行
っ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
末
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に
は
、
簡
牘
保
護
研
究
中
心
を
甘
粛
簡
牘
博
物
館
と
改
称
し
て
独

立
さ
せ
、
現
在
で
は
甘
粛
省
博
物
館
・
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究

所
・
甘
粛
簡
牘
博
物
館
は
、
三
つ
の
独
立
し
た
組
織
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
甘
粛
省
文
物
局
に
属
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
研
究
者
は
、
文
物
考
古
研
究
所
と

簡
牘
博
物
館
と
を
兼
任
し
て
い
る
と
い
う
複
雑
な
関
係
に
な
っ
て

い
る
。

　

我
々
が
訪
問
し
た
建
物
は
、
簡
牘
博
物
館
の
辦
公
室
（
事
務

室
）
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、
別
の
場
所
に
一
般
参
観
用
の
博

物
館
を
建
設
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
時
点

で
は
建
設
地
は
未
定
で
あ
り
、
五
年
後
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
簡
牘
博
物
館
と
は
言
っ
て

も
、
我
々
が
訪
問
し
た
場
所
は
一
般
参
観
が
で
き
る
施
設
で
は
な

く
、
館
内
に
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
従
っ

て
、
資
料
調
査
の
た
め
に
訪
問
す
る
な
ら
ば
、
事
前
に
連
絡
を
し

て
許
可
を
得
、
特
別
に
実
見
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
手
順
が

必
要
に
な
る
。

　

現
在
、
簡
牘
の
整
理
に
当
た
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
日
会
談

に
出
席
さ
れ
た
四
名
（
孫
占
宇
氏
、
韓
華
氏
、
肖
従
礼
氏
、
馬
智

全
氏
）
が
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
述
の

通
り
、
建
物
の
中
に
は
文
物
考
古
研
究
所
と
簡
牘
博
物
館
の
二
つ

の
部
局
が
あ
り
、
こ
の
日
実
見
し
た
簡
牘
は
す
べ
て
簡
牘
博
物
館

の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

　

簡
牘
博
物
館
に
は
、
全
部
で
約
六
万
枚
の
簡
牘
が
収
蔵
さ
れ
て

い
る
。
主
な
も
の
は
天
水
放
馬
灘
秦
簡
や
漢
簡
（
居
延
新
簡
、
敦

煌
馬
圏
湾
漢
簡
、
敦
煌
懸
泉
置
漢
簡
、
肩
水
金
関
漢
簡
等
）
で
あ

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
す
で
に
基
礎
的
な
整
理
を
終
え
て
い
る
。

居
延
新
簡
・
敦
煌
馬
圏
湾
漢
簡
・
天
水
放
馬
灘
秦
簡
は
、
す
で
に

会談の様子
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釈
文
・
図
版
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
肩
水
金
関
漢
簡
は
現
在
公
開

が
進
ん
で
い
る
（
注
11
）
。
敦
煌
懸
泉
置
漢
簡
に
つ
い
て
は
、
約
二
万

三
千
枚
の
簡
牘
が
存
在
す
る
が
、
未
整
理
の
状
態
で
、
ま
だ
正
式

な
出
版
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２
）
出
土
文
物
に
関
す
る
質
問

　

今
回
の
実
見
調
査
の
際
、
懸
泉
置
か
ら
出
土
し
た
筆
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
（
本
稿
第
三
章
参
照
）。
そ
こ
で
ま
ず
、
墨
で
書
く

筆
は
相
当
早
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
質
問
を
し
た

と
こ
ろ
、
新
石
器
時
代
に
は
す
で
に
彩
陶
を
書
く
の
に
筆
は
必
要

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
書
写
と
い
う
行
為
が
い
つ
頃
か
ら

始
ま
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
、
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
殷
代
に
は
す
で
に
書
写
の
た
め
の
筆
が

存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
見
解
も
述
べ
て
お
ら
れ
た
。

筆
の
材
質
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
で
現
地
調
達
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
羊
・
狼
・
兎
の
毛
が
多
く
、
当
館
に
保
存
さ
れ
て
い

る
筆
の
一
本
は
狼
の
毛
、
も
う
一
本
は
羊
の
毛
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

次
に
、
竹
簡
と
木
簡
の
保
存
方
法
に
違
い
が
あ
る
の
か
、
と
い

う
点
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
館
に
お
い
て

脱
水
処
理
が
施
さ
れ
た
の
は
天
水
放
馬
灘
秦
簡
の
四
百
六
十
枚
あ

ま
り
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
は
発
見
さ
れ
た
当
時
す
で
に
水
の
中
に

浸
か
っ
て
い
た
た
め
、
脱
水
・
整
理
が
行
わ
れ
、
す
で
に
十
数
年

経
過
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
居
延
新
簡
・
馬
圏
湾
漢

簡
・
懸
泉
置
漢
簡
な
ど
は
、
埋
め
て
か
ら
間
も
な
く
、
乾
燥
し
た

気
候
の
中
で
自
然
に
脱
水
状
態
に
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
発
見
さ
れ
た

当
時
か
ら
人
工
的
な
処
理
は
一
切
行
わ
れ
ず
、
今
現
在
ま
で
保
存

さ
れ
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
木
簡
に

つ
い
て
も
、
自
然
の
ま
ま
で
は
な
く
、
保
護
措
置
を
施
す
予
定
で

あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
方
法
は
主
に
二
種
類
で
、
一
つ

は
、
曲
が
っ
た
簡
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
た
後
に
試
験
管
の
中
に
入

れ
、
そ
こ
に
ガ
ス
を
入
れ
て
か
ら
密
封
し
て
保
存
す
る
、
と
い
う

も
の
。
も
う
一
つ
は
、
直
接
試
験
管
の
中
に
入
れ
て
密
封
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
武
威
漢
簡
『
儀
礼
』
は
、
後
者
の
方
法
で

保
存
さ
れ
て
お
り
、
三
、
四
十
年
経
っ
て
も
変
化
が
見
ら
れ
な
い

た
め
、
こ
の
よ
う
な
保
存
方
法
は
コ
ス
ト
も
低
く
有
効
で
あ
る
、

と
い
っ
た
見
解
も
述
べ
て
お
ら
れ
た
。

　

甘
粛
省
出
土
簡
牘
に
木
簡
が
多
く
竹
簡
が
少
な
い
理
由
に
つ
い

て
は
、
現
地
で
採
取
で
き
る
材
料
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
木
簡
に
関
し
て
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材
は

主
に
三
種
類
あ
り
、
紅
柳
、
胡
楊
、
松
で
あ
る
。
竹
簡
に
関
し
て

は
、
天
水
放
馬
灘
秦
簡
は
、
も
と
も
と
竹
が
生
息
す
る
地
域
で

あ
っ
た
た
め
に
、
竹
簡
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
書
写
材
料
と
内
容
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
竹
簡
に
し
ろ
木
簡
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に
し
ろ
、
書
写
さ
れ
て
い
る
内
容
と
は
直
接
的
に
は
関
係
が
な

く
、
内
容
に
よ
っ
て
材
質
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。
な
お
、
当
館
所
蔵
の
竹
簡
の
中
に

は
、
現
地
の
素
材
で
は
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
あ

り
、
内
地
か
ら
西
北
に
赴
任
し
た
役
人
が
持
参
し
た
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
竹
簡
は
五
十

～
七
十
枚
程
度
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
身
長
・
体
重
・
年
齢
・
肌

の
色
な
ど
を
記
し
た
身
分
証
明
の
役
割
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
近
年
、
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
北
大
漢
簡
）
を
は
じ

め
と
す
る
竹
簡
背
面
の
劃
線
が
注
目
を
集
め
て
お
り
、
こ
の
点
に

つ
い
て
も
質
問
し
た
。
典
籍
に
な
っ
て
い
な
い
古
佚
文
献
を
研
究

す
る
際
に
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
の
は
、
竹
簡
の
排
列
を
ど
う
復

原
す
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
り
、
劃
線
は
復
原
の
手
が
か
り
に
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
甘
粛
省
出
土
の
簡
牘
に
は
そ

の
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
る
の
か
、
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
以
下

の
よ
う
な
回
答
が
あ
っ
た
。
背
面
の
劃
線
に
は
興
味
を
持
っ
て
い

る
が
、
西
北
簡
に
関
し
て
は
背
面
の
写
真
を
撮
影
し
た
こ
と
が
な

く
、
そ
の
存
在
を
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
西
北
簡
の
排
列
に

つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
竹
簡
の
裏
面
に
通
し
番
号
が
書

か
れ
て
お
り
、
す
べ
て
そ
の
番
号
に
よ
っ
て
排
列
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
背
面
に
番
号
が
な
い
簡
も
一
部
あ
り
、
日
本
の
大
庭
脩

氏
が
整
理
・
復
原
し
た
も
の
の
中
に
も
背
面
に
番
号
が
な
い
簡
が

あ
る
（
注
12
）
。

　

武
威
漢
簡
『
儀
礼
』
に
つ
い
て
は
、
表
面
に
通
し
番
号
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
先
に
編
号
を
書
き
、
冊
書
を
作
っ
て
か
ら
書
写
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
居
延
新
簡
や
敦
煌
馬
圏
湾
漢
簡
な

ど
は
、
ま
ず
先
に
編
綴
さ
れ
て
か
ら
書
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
順

会談の様子
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序
が
わ
か
り
や
す
い
。
孫
氏
に
よ
る
と
、
西
北
簡
に
関
し
て
は
、

あ
る
程
度
規
則
が
あ
り
、
炭
素
測
定
値
や
筆
跡
・
素
材
が
一
致
し

た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
排
列
が
わ
か
る
。
天
水
放
馬
灘
秦
簡

は
、
上
段
・
下
段
の
二
段
に
分
け
て
書
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
例

え
ば
、
下
段
の
ロ
ジ
ッ
ク
関
係
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
上
段
に
あ

る
程
度
ロ
ジ
ッ
ク
関
係
が
あ
る
場
合
に
は
順
序
が
わ
か
る
。
ま

た
、
文
献
を
復
原
す
る
際
に
は
特
殊
な
符
合
に
も
注
目
し
て
お

り
、
天
水
放
馬
灘
秦
簡
の
中
に
は
、
書
き
始
め
の
部
分
に
は
四
角

の
墨
点
（「
■
」）
が
あ
り
、
書
き
終
わ
り
の
部
分
に
は
縦
の
一
本

の
線
┃
（
現
代
の
「
。」
の
よ
う
な
役
割
）
が
あ
る
た
め
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
文
献
の
一
部
を
復
原
し
た
こ
と
が
あ
る
（
詳
細
は
、

孫
占
宇
「
放
馬
灘
秦
簡
編
連
十
二
例
」（『
簡
帛
』
第
八
輯
、
武
漢

大
学
簡
帛
研
究
中
心
主
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）

参
照
）、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
３
）
文
献
の
内
容
に
関
す
る
質
問

　

ま
ず
、「
日
書
」
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、「
日
書
」
の
中
に

は
、
夢
占
い
に
関
す
る
記
載
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
岳

麓
書
院
蔵
秦
簡
に
は
夢
占
い
を
扱
っ
た
『
占
夢
書
』
が
あ
る
。
そ

こ
で
、「
日
書
」
と
「
占
夢
書
」
の
関
係
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

こ
ろ
、「
占
夢
書
」
に
関
し
て
は
、
現
在
中
国
で
大
き
く
二
つ
の

観
点
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
数
術
類
も
「
日

書
」
に
属
さ
れ
る
た
め
、「
占
夢
書
」
も
「
日
書
」
の
一
部
と
考

え
る
も
の
。
も
う
一
つ
は
、「
日
書
」
は
日
を
選
ぶ
「
擇
日
書
」

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
含
め
な
い
、
と
考
え
る
も
の
で
あ

る
。
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
の
整
理
者
は
「
日
書
」
の
こ
と
に
は
言
及

せ
ず
、「
占
夢
書
」
と
命
名
し
て
い
る
。
孫
氏
は
、
こ
の
問
題
は

非
常
に
難
し
い
が
、
北
京
大
学
所
蔵
の
簡
牘
の
中
に
も
「
日
書
」

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
占
い
と
関
係
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。

　

天
水
放
馬
灘
秦
簡
の
乙
種
の
中
の
六
枚
は
、
最
初
は
「
墓
主

記
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
後
に
「
志
怪
故
事
」
と
命
名
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
孫
氏
は
、「
志
怪
故
事
」
を
「
日
書
」
の

一
部
と
し
て
分
類
し
、「
丹
」
と
名
付
け
た
。
こ
の
文
献
は
、
丹

と
い
う
男
が
傷
害
罪
に
よ
り
処
刑
さ
れ
、
三
年
後
に
復
活
す
る
と

い
う
内
容
で
あ
り
、
北
京
大
学
蔵
秦
簡
牘
『
泰
原
有
死
者
』（
死

者
が
蘇
り
、
死
後
の
世
界
と
埋
葬
時
の
注
意
事
項
な
ど
を
述
べ
る

と
い
う
内
容
。
全
容
は
未
公
開
）と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

孫
氏
に
よ
る
と
、「
日
書
」
は
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
の
出
土
時
に
そ

の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、
伝
世
文
献
の
中
に
は
「
日
書
」
と
い

う
言
い
方
す
ら
な
く
、
そ
の
定
義
は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な

い
。
孔
家
坡
漢
簡
の
「
日
書
」
を
整
理
し
た
武
漢
大
学
の
劉
国
勝

氏
は
、
数
術
類
も
す
べ
て
「
日
書
」
に
分
類
し
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
見
解
を
提
示
さ
れ
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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次
に
、
懸
泉
置
漢
簡
『
論
語
』
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、
懸

泉
置
漢
簡
『
論
語
』
は
一
九
九
一
年
に
発
見
さ
れ
、
す
で
に
論
文

も
発
表
さ
れ
て
お
り
、
特
に
韓
国
の
研
究
者
た
ち
が
精
力
的
に
研

究
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
本
稿
第
二
章
参
照
）。
こ
の
よ

う
な
、
い
わ
ゆ
る
典
籍
の
類
が
『
論
語
』
以
外
に
甘
粛
省
で
出
土

し
て
い
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
現
段
階
で

典
籍
類
を
最
も
含
ん
で
い
る
の
は
懸
泉
置
漢
簡
で
あ
る
が
、
何
枚

あ
る
か
は
未
発
表
で
、
公
開
し
て
い
る
も
の
も
数
枚
だ
け
で
あ
る

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
肩
水
金
関
漢
簡
に
も
『
論
語
』

や
『
孝
経
』
に
関
連
す
る
簡
が
含
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
（
注
13
）
。
馬
氏
は
以
前
、
こ
れ
ら
の
典
籍
類
と
『
漢
書
』
芸
文
志

と
を
細
か
く
比
較
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
基
本
的
に

「
六
芸
略
」
の
中
に
包
括
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
敦
煌
や

居
延
な
ど
の
遺
址
か
ら
は
、
武
威
漢
簡
『
儀
礼
』
の
よ
う
な
大
型

の
典
籍
が
出
土
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
り
、
出
土
す
る
な

ら
ば
古
墓
か
ら
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
の
見
解
も
示
さ
れ
て
い
た
。

　

総
じ
て
、
典
籍
類
の
簡
牘
は
基
本
的
に
極
め
て
量
が
少
な
く
、

断
簡
が
多
い
。
肩
水
金
関
漢
簡
の
中
に
も
一
部
典
籍
類
、
例
え
ば

経
書
や
数
術
類
に
関
わ
る
簡
は
あ
る
も
の
の
、
量
は
非
常
に
少
な

く
、
一
枚
し
か
な
い
場
合
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
典
籍
類

が
少
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
観
点
を
提
示
さ
れ
た
。
一

つ
は
、
典
籍
類
が
わ
ず
か
な
が
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
以
上
、
西
北

の
地
は
文
化
の
砂
漠
で
は
な
く
、
知
識
人
が
い
た
こ
と
の
証
明
に

な
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
西
北
は
辺
境
の
地

で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
全
体
的
に
見
て
文
化
が
低
い
と
考
え
る
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
西
北
に
お
い
て
「
蒼
頡
篇
」
や
「
急
就
篇
」

な
ど
の
小
学
類
の
書
が
大
量
に
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
文
献
の
は

じ
め
の
部
分
の
み
で
あ
る
も
の
も
多
い
。
そ
の
理
由
は
、
役
人
が

会談後、先生方と
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辺
境
の
地
に
赴
任
し
た
際
に
、
か
つ
て
覚
え
た
文
献
の
冒
頭
部
分

を
書
き
写
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
現

時
点
で
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
西
北

簡
の
中
の
典
籍
類
の
公
開
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
徐
々
に
明
ら
か

に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

甘
粛
省
出
土
の
簡
牘
は
、
二
十
世
紀
半
ば
に
は
す
で
に
整
理
・

研
究
が
開
始
し
て
お
り
、
他
の
新
出
土
文
献
と
比
べ
て
も
研
究
の

歴
史
が
長
い
。
ま
た
、
簡
牘
の
ほ
と
ん
ど
は
出
土
地
が
明
ら
か
で

あ
り
、
こ
れ
は
研
究
す
る
上
で
の
強
み
と
な
っ
て
い
る
。
膨
大
な

量
の
簡
牘
に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
、
着
実
に
整
理
・
研
究
を
推
進
さ

れ
て
い
る
の
は
、
研
究
基
盤
が
整
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ

う
。
今
回
の
実
見
・
会
談
を
通
し
て
、
我
々
は
現
地
研
究
員
の

方
々
の
簡
牘
研
究
に
対
す
る
熱
意
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
、
未
整
理
・
未
公
開
の
文
献
の
全
容
が
公
開
さ
れ
る
の

を
心
待
ち
に
し
た
い
。

　

最
後
に
、
今
回
の
簡
牘
実
見
の
実
現
に
ご
高
配
い
た
だ
い
た
孫

占
宇
氏
、
な
ら
び
に
簡
牘
の
閲
覧
と
会
談
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た

簡
牘
博
物
館
の
関
係
者
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

�

（
草
野
友
子
）

注

（
１
）
な
お
、
甘
粛
省
博
物
館
の
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.gansum
useum

.

com
/

）
に
は
、
館
内
の
各
展
示
室
の
様
子
を
実
際
の
順
路
に
沿
っ
て
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）『
甘
粛
省
博
物
館
文
物
精
品
図
集
』
や
、
田
中
利
明
「
儀
礼
の
「
記
」

の
問
題
―
武
威
漢
簡
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』第
十
九
集
、

一
九
六
七
年
十
一
月
）、
横
田
恭
三
『
中
国
古
代
簡
牘
の
す
べ
て
』（
二

玄
社
、
二
〇
一
二
年
五
月
）
に
よ
れ
ば
、
筆
記
媒
体
に
は
木
簡
・
竹
簡

の
両
種
が
認
め
ら
れ
、
甲
・
乙
本
は
木
簡
、
丙
本
に
は
竹
簡
が
用
い
ら

れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
甲
・
乙
本
は
四
道
編
綫
で
あ
る
の
に
対
し
、

丙
本
は
五
道
編
綫
。
一
簡
あ
た
り
の
字
数
は
、
甲
・
丙
本
が
約
六
十
字
、

乙
本
が
そ
の
二
倍
の
約
百
十
字
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
各
篇
に
は
そ
れ

ぞ
れ
次
の
内
容
が
見
え
る
。
甲
本
＝
士
相
見
之
礼
・
服
伝
・
特
牲
・
少

牢
・
有
司
・
燕
礼
・
泰
射
（
以
上
七
篇
）、
乙
本
＝
服
伝
（
一
篇
）、
丙

本
＝
喪
服
（
一
篇
）。
な
お
、
甲
本
に
は
、
木
簡
の
正
面
下
部
に
排
列
番

号
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

（
３
）
実
見
し
た
木
簡
は
、
一
簡
あ
た
り
約
六
十
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
四

道
編
綫
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
木
簡
に
は
「
酒
告
旨

主
人
拜
尸
奠
」
の
記
述
が
見
え
、
こ
こ
か
ら
も
、
こ
の
文
献
が
『
儀
礼
』

犠
牲
饋
食
礼
の
記
さ
れ
た
「
甲
本
」
で
あ
っ
た
と
推
定
し
得
る
。
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（
４
）
陳
夢
家
「（
四
）
簡
本
儀
礼
的
本
子
及
其
年
代
」（『
武
威
漢
簡
』
序
論

第
二
章
所
収
、
文
物
出
版
社
、
一
九
六
四
年
九
月
）。
な
お
、
上
記
書
籍

中
、
甲
・
乙
本
（
木
簡
）
は
前
漢
晩
期
（
成
帝
前
後
）
の
鈔
本
、
丙
本

（
竹
簡
）は
甲
・
乙
本
よ
り
も
古
い
文
献
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）（
注
２
）
田
中
利
明
論
文
参
照
。

（
６
）
な
お
、
懸
泉
置
の
「
置
」
に
つ
い
て
は
、『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
「
孔

子
曰
、「
徳
之
流
行
、
速
於
置
郵
而
伝
命
」
と
あ
り
、
そ
の
朱
熹
集
注
に

「
置
、
駅
也
。
郵
、
馹
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
郝
樹
声
・
張
徳
芳
著
『
懸

泉
漢
簡
研
究
』（
甘
粛
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
八
月
）
は
、
漢
簡
の

内
容
よ
り
、「
置
」
を
郵
（
郵
便
）、
厩
（
馬
の
飼
育
）、
伝
舎
（
宿
泊
）、

厨
（
食
糧
関
連
業
務
）
等
、
多
種
の
機
能
を
備
え
た
機
関
で
あ
っ
た
と

指
摘
し
て
い
る
。

（
７
）『
懸
泉
漢
簡
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
も
う
一
つ
の
木
簡
に
記
さ
れ
て
い
た

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
と
い
う
。

　
　

�

〼
□
子
張
曰
、
執
徳
不
弘
、
通
道
不
篤
、
焉
能
為
有
、
焉
能
為
亡
。

●
子
夏
之
門
人
問
交
於
子
張
、
子
張
曰

　

ま
た
同
書
十
八
頁
に
は
、
典
籍
の
残
篇
と
し
て
「
之
祚
責
。
悪
衣
謂

之
不
肖
、善
衣
謂
之
不
適
、士
居
固
有
不
憂
貧
者
乎
。
孔
子
曰
、本
子
来
」

や
「
欲
不
可
為
、
足
軽
財
。
彖
曰
、
家
必
不
属
、
奢
大
過
度
、
後
必
窮

辱
責
其
身
而
食
身
、
又
不
足
」
と
い
う
内
容
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
懸
泉
置
漢
簡
中
に
は
、『
論
語
』
子
張
篇
以
外
に
も
、
孔

子
や
儒
家
経
典
に
関
す
る
文
献
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
８
）
阮
元
撰
『
十
三
経
注
疏
』（
芸
文
印
書
館
、
一
九
六
五
年
六
月
）、
朱

熹
撰
『
四
書
章
句
集
注
』（
新
編
諸
子
集
成
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年

十
月
）、
と
も
に
文
字
に
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、「
吾
聞
諸
夫

子
人
未
有
自
致
者
也
」
に
つ
い
て
、
阮
元
の
校
勘
記
に
、「
漢
石
経
作
吾

聞
諸
子
人
未
有
自
致
也
者
」
と
あ
る
。

（
９
）
天
水
放
馬
灘
秦
簡
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
者
が
戦

国
晩
期
と
す
る
も
の
の
、
一
部
に
秦
の
統
一
後
の
書
写
と
す
る
見
解
も

あ
り
（
海
老
根
量
介
「
放
馬
灘
秦
簡
鈔
写
年
代
蠡
測
」、
武
漢
大
学
簡
帛

研
究
中
心
主
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年

実見した武威漢簡『儀礼』（木簡）
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十
月
）、
定
論
を
み
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
10
）
劃
線
と
は
、
一
部
の
竹
簡
の
背
面
に
み
え
る
切
り
込
み
状
の
斜
線
。

劃
痕
と
も
言
う
。
竹
簡
の
再
排
列
を
行
う
際
に
重
要
な
指
標
と
な
る
。

（
11
）
敦
煌
馬
圏
湾
漢
簡
は
一
九
九
一
年
に
『
敦
煌
漢
簡
』（
甘
粛
省
文
物
考

古
研
究
所
編
、
中
華
書
局
）
と
し
て
、
居
延
新
簡
は
一
九
九
四
年
に
『
居

延
新
簡　

甲
渠
侯
官
（
上
・
下
）』（
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
粛

省
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
・
文
化
部
古
文
献
研
究
室

編
、
中
華
書
局
）
と
し
て
、
天
水
放
馬
灘
秦
簡
は
二
〇
〇
九
年
に
『
天

水
放
馬
灘
秦
簡
』（
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
、
中
華
書
局
）
と
し
て

出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、近
年
、「
甘
粛
秦
漢
簡
牘
集
釈
叢
書
」
と
し
て
、『
天

水
放
馬
灘
秦
簡
集
釈
』（
張
徳
芳
主
編
・
孫
占
宇
著
、二
〇
一
三
年
三
月
）

お
よ
び
『
敦
煌
馬
圏
湾
漢
簡
集
釈
』（
張
徳
芳
著
、
甘
粛
文
化
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
十
二
月
）
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
居
延
新
簡
・
武
威
漢
簡

に
つ
い
て
も
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
肩
水
金
関
漢
簡
に
つ
い
て
は
、

『
肩
水
金
関
漢
簡
』（
甘
粛
簡
牘
保
護
研
究
中
心
・
甘
粛
省
文
物
考
古
研

究
所
・
甘
粛
省
博
物
館
・
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
古
文
献
研
究
室
・
中

国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
編
、
中
西
書
局
）
と
し
て
全
五
巻
の
計

画
で
出
版
が
進
ん
で
お
り
、
第
一
巻
は
二
〇
一
一
年
、
第
二
巻
は
二
〇

一
二
年
、
第
三
巻
は
二
〇
一
三
年
に
す
で
に
刊
行
さ
れ
、
二
〇
一
四
年

と
二
〇
一
五
年
に
第
四
巻
・
第
五
巻
が
出
版
予
定
で
あ
る
。

（
12
）
大
庭
修
『
漢
簡
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
参
照
。

（
13
）
会
談
の
中
で
、『
肩
水
金
関
漢
簡
』
第
三
巻
に
『
論
語
』
類
の
文
献
が

あ
る
と
教
示
い
た
だ
い
た
。
実
際
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
子
曰
、
自
愛

仁
之
至
也
、
自
敬
知
之
至
也
」（73EJT

31

：139

）
と
い
う
一
文
が
見

え
る
簡
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、『
論
語
』
に
は
同
文
は
見
ら
れ
ず
、
揚
雄

『
法
言
』
君
子
の
中
に
類
似
す
る
一
文
が
あ
る
（「
人
必
先
作
、
然
後
人

名
之
。
先
求
、
然
後
人
与
之
。
人
必
其
自
愛
也
。
而
後
愛
人
諸
。
人
必

其
自
敬
也
。
而
後
人
敬
諸
。
自
愛
仁
之
至
也
、
自
敬
礼
之
至
也
。
未
有

不
自
愛
、
敬
而
人
愛
、
敬
之
者
也
。」）。

　

ま
た
、
同
じ
く
第
三
巻
に
は
、『
詩
経
』『
孝
経
』『
易
経
』
の
一
文
が

見
え
る
簡
も
含
ま
れ
て
い
る
。
以
下
、
参
考
ま
で
に
列
記
す
る
。

▼�

詩
曰
、
題
積
令
、
載
輩鶿
載
鳴
。
我
日
斯
邁
、
而
月
斯
迋迋延
。
蚤
〓
興
〓

夜
〓
未
〓
毋
〓
天
〓
璽
〓
所
〓
生
〓
者
唯
〓
病
〓
乎
〓
其
勉
〓
之
〓

（73EJT
31

：102A

）

　
『
詩
経
』
小
雅
・
小
宛

�「
題
彼
脊
令
、
載
飛
載
鳴
。
我
日
斯
邁
、
而
月
斯
征
。

夙
興
夜
寐
、
無
忝
爾
所
生
。」

▼�

上
而
不
驕
者
、
高
而
不
危
。
制
節
謹
度
、
而
能
分
施
者
、
満
而
不
溢
。

易
曰
、
亢
龍
有
悔
、
言
驕
溢
也
。
亢
之
為
言
（73EJT

31

：44A

＋

T
30

：55A

）

　
『
孝
経
』
諸
侯　

�「
在
上
不
驕
、
高
而
不
危
。
制
節
謹
度
、
満
而
不
溢
。

高
而
不
危
、
所
以
長
守
貴
也
。
満
而
不
溢
、
所
以
長

守
富
也
。」

　
『
易
経
』
乾　
　
「
上
九
、
亢
龍
有
悔
。」
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